
お 知 ら せ

令和7年10月31日

松江国道事務所
X（旧twitter）

※道路の異状を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

※松江国道事務所では、 X（旧twitter）による情報発信を行っています。
X：

＜同時資料提供先＞島根県政記者会

問い合わせ先

【E9】山陰道 出雲IC～石見福光IC間が

繋がって半年後の交通状況・整備効果

い ず も い わ み ふ く み つ

～物流や観光等の様々な分野への支援に繋がっています！～

令和６年３月９日（土）に山陰道 大田・静間道路、静間・仁摩道路、

令和７年３月２日（日）に山陰道 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路が

開通したことにより、山陰道 出雲ＩＣ～石見福光ＩＣが繋がって半年

が経ちました。整備効果をとりまとめましたので、お知らせします。

松江国道事務所
HP

《 概要 》
○山陰道・国道９号の交通状況

⇒山陰道と国道９号の断面交通量が１～３割増加！

○物流の効率化を支援

⇒物流の輸送時間が短縮し、輸送可能範囲拡大及びドライバーの労働環境が改善！

○周遊観光の促進を支援

⇒島根県西部の観光地を含めた観光圏域が拡大し、周遊観光を促進！

○移動時間の短縮による余暇時間の充実を支援

⇒島根県の東西のアクセス性が向上し、趣味・娯楽を楽しむ機会が増加！

○血液輸送の速達性・確実性の向上を支援

⇒血液の輸送時間が短縮し、緊急時の救命活動に貢献！

■国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所

副所長（改築） 今田 修 （いまだ おさむ）

【担当】 計画課長 水田 雄士（みずた ゆうじ）

TEL:（０８５２）２６－２１３１（代表）

松江国道事務所HP：https://www.cgr.mlit.go.jp/matsukoku/

https://ｘ.com/road_matsue

※今後も引き続き調査を行い、効果を検証していきます。



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所⼭陰道・国道９号の交通状況

●⼭陰道 ⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路が令和６年３⽉９⽇（⼟）、⼭陰道 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路が令
和７年３⽉２⽇（⽇）にそれぞれ開通し、⼭陰道 出雲IC〜⽯⾒福光ICが繋がりました。

●令和５年度・６年度に開通した区間では、国道９号と⼭陰道を合計した断⾯交通量は約１〜３割増加しています。
位 置 図
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いず も こ りょう

出雲・湖陵道路
延⻑4.4km

至 益田市

至 松江市
2025年10月1日撮影

写真① 出雲・湖陵道路利⽤状況

至 松江市

至 益田市

2025年9月3日撮影

写真② 静間・仁摩道路利⽤状況■ 国道９号と山陰道の開通前後における交通量の比較

いず も いわ み ふく みつ

⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC） 延⻑48.9km
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※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前︓R5.9.27(⽔)、R5.10.4(⽔)
※2 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路開通前︓R6.9.11(⽔)

※3 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通半年後︓R7.9.3(⽔)
開通前※1 開通後※3 開通前※1 開通後※3 開通前※1 開通後※3 開通前※2 開通後※3 開通前※2 開通後※3

凡 例
今回開通区間

高速道路（開通済み）

事業中区間

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

断面●

断面●

主要地方道

一般県道

今回開通区間調査断面

開通済み区間調査断面

断⾯で約１割増加

断⾯で約３割増加

⼤⽥静間IC
写真②

断面②

出雲多伎IC



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所

地域の声

（R7年9月 物流企業ヒアリング調査結果）

物流の効率化を⽀援しています︕
●2024年４⽉から全国でトラックドライバーの働き⽅改⾰関連法が施⾏され、時間外労働の規制や拘束時間の規制が⾏われ

ました。これにより、島根県内における物流企業の約25%は輸送可能量が減少しました。
●⼀⽅で、松江市から浜⽥市へ輸送を⾏っている物流企業は、⼭陰道 出雲IC〜⽯⾒福光ICが繋がることで往復時間が
１時間短縮することにより、拘束時間の超過のために実現できなかった輸送が可能になりました。

●⼭陰道の利⽤により、物流の輸送可能範囲の拡⼤及びドライバーの労働環境の改善に貢献しています。

■ 島根県内の2024年問題による
輸送可能量の減少

■働き方改革関連法を踏まえた物流事例
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⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）

雲南市 姫路市等の
他地域へ

松江市浜⽥市
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開通前の輸送状況※1（働き方改革関連法を考慮した場合）

開通後の輸送状況※2
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今回開通区間

高速道路（開通済み）

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

事業中区間

調査中区間

高速道路（開通済み）

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

事業中区間

調査中区間

6:00頃出発→12:00頃帰社

6:00頃出発→11:00頃帰社

所要時間︓約6時間

所要時間︓約5時間

以前と変わらない

69.3%

増加している

2.4%
未回答

3.4%

資料︓島根県における「物流の2024 年問題」に対する
実態調査アンケート(第2回⽬) 結果

<松江市の配送業者の声>

 今回開通した区間を利用すること

で、輸送時間が短縮し、１人当たり

の労働時間が年間約135時間の

短縮となります。残業時間が大幅

に削減され、ドライバーの労働環

境が改善されています。

約25%の物流企業が
輸送可能量が減少

減少している
24.9％

<出雲市の配送業者の声>

 燃料費が高騰している中、山陰

道開通による輸送時間の削減に

より、支出が抑えられています。
※所要時間は、物流企業ヒアリング調査結果より
※所要時間は、休憩や荷下ろし等の時間も含む
※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前
※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後

休憩・荷下ろし等

休憩・荷下ろし等 松江市〜浜⽥市間往復

松江市〜浜⽥市間往復
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山陰道が開通したことで
働き方改革関連法を考慮しても、

松江市から浜田市を往復し、
姫路市等への輸送が可能に 約1時間の削減︕

（R7年9月 物流企業ヒアリング調査結果）
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島根県⽴しまね
海洋館アクアス

島根県⽴三瓶⾃然観サヒメル
さんべ縄⽂の森ミュージアム

仁摩サンドミュージアム

⽯⾒銀⼭
世界遺産センター

⽔⽊しげる記念館

由志園

⻘⼭剛昌ふるさと館

松江フォーゲルパーク
ぐるっと松江
堀川めぐり

地域の声

●島根県及び⼤⽥市は、⼭陰道の開通に伴い旅⾏ツアー会社と周遊観光商品の企画や観光パンフレットの作成を⾏っています。
●⼭陰道 出雲IC〜⽯⾒福光ICが繋がることで、地域間の移動時間が短縮したことから、島根県⻄部の観光地を含めた観光

圏域の拡⼤や短縮時間を踏まえた観光客やツアー会社へのPR活動が可能になりました。
●実際に、島根県⻄部における主要観光地の観光客数は増加しており、⼭陰道が周遊観光の促進を⽀援しています。

周遊観光の促進を⽀援しています︕

■ 島根県の周遊観光商品における観光圏域の変化
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周遊観光商品③ ※2 （R7.7開始）
⻘⼭剛昌ふるさと館
⽔⽊しげる記念館
松江フォーゲルパーク
仁摩サンドミュージアム
島根県⽴しまね海洋館アクアス

<旅行会社の声>
 元々は松江市や出雲市の観光地をメインとしていましたが、それに加えて、

山陰道が開通し広域的な旅行商品を作っていきたいということで新たな
周遊観光商品の販売を始めました。

山陰道の開通により
観光圏域が拡大

周遊観光商品②※2（R7.4開始）
由志園
ぐるっと松江堀川めぐり
松江フォーゲルパーク
島根県⽴三瓶⾃然観サヒメル
さんべ縄⽂の森ミュージアム
⽯⾒銀⼭世界遺産センター
仁摩サンドミュージアム

■ 大田市観光協会による
移動時間のPR

島根県東部の観光・
交通拠点で配布、

観光ツアー会社にPR

資料︓島根県⼤⽥市観光サイト

■ 施設別観光客数の推移
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（千人）

※1 ※2

資料︓島根県⽉別主要観光動向
※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前︓R5年3⽉〜8⽉
※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後︓R7年3⽉〜8⽉

■仁摩サンドミュージアム ■島根県立しまね海洋館アクアス
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※1 ※2

<大田市観光協会の声>
 山陰道開通による地域間の所要時間短縮について、島根県を訪れる観

光客の方々に周知を図るため、出雲縁結び空港や周辺レンタカー会社
へチラシを配布したり、県外での観光商談会では旅行会社に対してPR
活動を行っております。配布したチラシは大変好評で、旅行会社からは
「そんなに近くなったのか」といった驚きの反応もいただいております。

周遊観光商品①※1

由志園
⾜⽴美術館
島根県⽴美術館
松江フォーゲルパーク
島根県古代出雲歴史博物館

3千人増加 24千人増加

凡 例
今回開通区間

高速道路（開通済み）

事業中区間

調査中区間

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

観光パス対象施設

島根県⽴
美術館

⾜⽴美術館

島根県⽴古代出雲
歴史博物館しず ま に ま

静間・仁摩道路
おお だ しず ま

⼤⽥・静間道路

こ りょう た き

湖陵・多伎道路
いず も こ りょう

出雲・湖陵道路

あさやま おお だ
朝⼭・⼤⽥道路

に ま ゆ の つ
仁摩・温泉津道路

た き あさやま
多伎・朝⼭道路

いず も いわ み ふく みつ

⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）

※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、
⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前

※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後

（R7年9月 大田市観光協会ヒアリング調査結果）

（R7年9月 島根県内旅行会社ヒアリング調査結果）
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資料︓技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」
※auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個⼈を特定できない処理を⾏って集計
※R5年3⽉2⽇〜8⽉31⽇とR7年3⽉2⽇〜8⽉31⽇の来訪者居住地を集計

※ 娯楽施設︓映画館、劇場、温浴施設、スポーツ施設 など
※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前
※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後
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⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）

⾄

益
⽥
市

E9

E74

松江市

映画館

島根県⽴
しまね海洋館

アクアス

●島根県内には映画館やレジャー施設などが少ないことから、趣味・娯楽に使う時間が全国最下位となっています。
●⼭陰道 出雲IC〜⽯⾒福光ICが繋がることで、島根県内の東⻄におけるアクセス性が向上し、島根県東部からは島根県⽴

しまね海洋館アクアス等のレジャー施設、島根県⻄部からは島根県東部の映画館等へ訪れる機会が増加しました。
●⼭陰道の開通は、島根県⺠の趣味・娯楽を楽しむ機会の増加に貢献しています。

移動時間の短縮による余暇時間の充実を⽀援しています︕

地域の声

（R7年5月 地域住民webアンケート調査結果）

島根県は一日のうちに趣味・
娯楽に使う時間が全国最下位

■山陰道開通後の施設訪問機会

（R7年5月 地域住民webアンケート調査結果）

■島根県における娯楽施設の訪問数の変化

⾄

⽶
⼦
市

【娯楽施設】※1 【⽂化施設】※2
非常に増えた

9.8%

増えた

25.5%
変わらない

64.7%

非常に増えた

9.0%

増えた

22.5%

変わらない

68.5%

n＝400⼈ n＝400⼈

資料︓令和３年社会⽣活基本調査

娯楽施設・文化施設へ
行く機会の増えた

人が３割以上

■趣味・娯楽に関する総平均
時間の全国状況（10歳以上）

凡 例

今回開通区間

高速道路（開通済み）

事業中区間

調査中区間

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

︵
中
略
︶

■山陰道の整備段階を踏まえた出雲
ICから石見福光ICまでの所要時間

約27分
短 縮【開通後※3】 約37分

【開通前※2】 約56分

資料︓H22全国道路・街路交通情勢調査
※1 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）未整備（国道９号）
資料︓ETC2.0プローブデータ
※2 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、

静間・仁摩道路開通前︓R5.7平⽇12時間平均
※3 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後︓R7.7平⽇12時間平均
※⼭陰道未整備、開通前は出雲ICアクセス道路が国道9号と交わる交差点を起終点として算出

<出雲市在住者の声>

 アクアスへ行きやすくなりました。

 三瓶山に行く時、開通前はずっと山道で移動が

大変でしたが、山陰道ができたことで移動時間

が短くなり運転が楽になりました。

<大田市以西在住者の声>

 山陰道が開通し、出雲市だけでなく松江市の美術

館等へも行きやすくなりました。

 映画の上映時間に余裕を持って行けるように

なったのでストレスが減りました。

9

9

⼤⽥市

※1 娯楽施設︓映画館、劇場、温浴施設、スポーツ施設 など
※2 ⽂化施設︓図書館、博物館、美術館 など

松江市からアクアスへの来訪者数
開通前※1 :5,144⼈ ⇒ 開通後※2 :6,066⼈

【山陰道未整備（国道９号）※1】 約64分

⼤⽥市・江津市・浜⽥市から映画館への来訪者数
開通前※1:7,336⼈ ⇒ 開通後※2:12,318⼈

石
見
福
光
Ｉ
Ｃ

出
雲
Ｉ
Ｃ

資料︓ R7年5⽉ 地域住⺠webアンケート調査結果
※⼭陰道開通区間沿線地域の住⺠を対象（出雲市、⼤⽥市、江津市、浜⽥市、美郷町、川本町、⾢南町）

約8分
短 縮



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所

出雲市

いず も いわ み ふく みつ

⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）

⼤⽥市

江津市

浜⽥市

松江市

雲南市

島根県⾚⼗字⾎液センター

島根県⾚⼗字⾎液センター
浜⽥供給出張所 血液の受け取り

血液の輸送

患者の搬送

⾄

益
⽥
市

⾄

⽶
⼦
市

しず ま に ま
静間・仁摩道路

おお だ しず ま
⼤⽥・静間道路

こ りょう た き
湖陵・多伎道路

いず も こ りょう
出雲・湖陵道路

あさやま おお だ
朝⼭・⼤⽥道路

に ま ゆ の つ
仁摩・温泉津道路

た き あさやま
多伎・朝⼭道路

救急医療機関
（大田市立病院）

山陰道開通により松江市から
の迅速な血液輸送が可能

事故が発⽣

⾎液が不⾜

血液の受け渡し

広島県

道の駅キララ多伎

E9

E54

凡 例

今回開通区間

高速道路（開通済み）

事業中区間

調査中区間

一般国道（直轄）

一般国道（補助）

血液センター

中継地点

9

9

E9

54

山陰道開通前は
広島県から配送する

割合が多い

●⼿術などで使⽤される⾎液は使⽤期限が短く、救急医療機関ではストック数を最⼩限にしています。
●そのため、事故発⽣等により急患が運ばれてきた際は救急医療機関や浜⽥市の⾎液センターにストックしている⾎液では⾜りず、

松江市の⾎液センターから⾎液を緊急輸送する場合があります。
●⼭陰道 出雲IC〜⽯⾒福光ICが繋がることで⾎液輸送の所要時間が短縮し、緊急時の救命活動に貢献しています。

⾎液輸送の速達性・確実性の向上を⽀援しています︕

地域の声

（R7年9月 島根県赤十字血液センターヒアリング調査結果）

■緊急的な血液輸送における所要時間の変化の一例

道
の
駅
キ
ラ
ラ
多
伎

浜
田
供
給
出
張
所

島
根
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

【開通前※1】 約78分

【開通前※1】 約56分

約7分

短 縮

約11分
短 縮【開通後※2】 約67分

【開通後※2】 約49分

【開通前︓⼤⽥・静間、静間・仁摩道路並⾏
国道９号利⽤ルート】

【開通後︓⼤⽥・静間、静間・仁摩道路利⽤ルート】

【開通後︓出雲・湖陵、湖陵・多伎道路
利⽤ルート】

【開通前︓出雲・湖陵、湖陵・多岐道路
並⾏国道９号利⽤ルート】

<島根県赤十字血液センターの声>

 浜田供給出張所は、緊急の際は広島県から血液を

輸送していましたが、山陰道が整備されたという

背景もあり島根県内で対応するようになりました。

 実際に、山陰道が開通することで東西の往来もス

ムーズになり、血液輸送本数も増加しました。山陰

道が繋がってよかったと実感しています。資料︓ETCプロープデータ
※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前︓R5.7平⽇12時間平均
※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後︓R7.7平⽇12時間平均

大
田
市
立
病
院

【開通前・開通後※2】 約24分

【開通前・開通後︓多伎・朝⼭、
朝⼭・⼤⽥道路利⽤ルート】

11分早く血液
輸送が可能に

使用期限
血液製剤の

供給本数 (R6年度)
※200ml単位換算

輸血用血液
製剤の種類

採血後28日間25,189赤血球製剤

採血後1年間7,414
けっしょうせいざい

血漿製剤

採血後6日間41,330血小板製剤

■緊急時における島根県赤十字血液センター
から浜田供給出張所への血液輸送割合の変化

■緊急的な血液輸送の状況の例 ■島根県における血液製剤の供給状況

資料︓R7年９⽉ 島根県⾚⼗字⾎液センターヒアリング調査結果
※1 出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、⼤⽥・静間道路、静間・仁摩道路開通前:R5年3⽉〜8⽉
※2 ⼭陰道（出雲IC〜⽯⾒福光IC）開通後︓R7年3⽉〜8⽉

開通前※1 開通後※2

島根県赤十字
血液センターからの
輸送割合が約3割
から約6割に増加

n=22 n=33

使用期限が短いため
保管する量は最小限

島根県赤十字
血液センター

64％

島根県赤十字
血液センター

32％
広島県
68％

広島県
36％


